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Azithromycinの 臨 床 的 検 討

杉山 肇 ・國井乙彦

帝京大学医学部第二内科*

新 しく開発 されたマクロライ ド系抗菌薬azithromycin(AZM)の 内科領域感染症 に対する臨床

的有用性について検討 した。

マイコプラズマ肺炎1例,急 性扁桃炎2例 の計3例 に本剤 を1回500mg,1日1回 。3日 間投与 し

た。臨床成績は著効,有 効,や や有効各1例 ずつであった。3例 とも起炎菌を分離で きず,細

菌学的効果は不 明であった。副作用は認め られなか ったが,臨 床検査値 の異常変動は1例 に

GOT,GPT,LDHの 軽度上昇が認められた。
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Azithromycin(AZM)は 新 しく開発 されたマクロライ ド

系抗菌薬である。本剤はerythromycin(EM)の14員 環ラ

ク トン中に窒素原子が導入された15員 環の構造 を有 し

アザ ライ ド系 と呼ばれる6今 回我々は,当 院における内

科領域感染症 に対する本剤の臨床的有効性 と安全性につ

いて検討 したので報告する。

1992年7月 から1993年7月 までに当科外来を受診 し,

本試験参加に同意の得 られたマイコプラズマ肺炎1例,

急性扁桃炎2例 の計3例(全 例女性,年 齢24～43歳,平

均32.3歳)を 対象とし,本 剤500mg(250mg錠 ×2)を1日

1回3日 間経口投与 した。臨床効果 の判定は自他覚症状,

胸部X線 像,体 温,白 血球数,CRP,赤 沈等の炎症所見

の改善度から著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階にて

判定 した(Table 1)。

成績は著効1例,有 効1例,や や有効1例 であった。各

症例 について以下 に概説する。

症例1.43歳 女性

平成4年7月23日 より発熱,咳 嗽が続 き,食 事摂取 も

困難になり7月25日 当科外来を受診 した。39.3℃ の発熱,

胸部X線 上スリガラス様の淡い陰影を認め,マ イコプラ

ズマ肺炎 と診断 し(マ イコプラズマCF抗 体価は7月25日

4倍 以下,8月4日32倍 であった。),AZM 500mgを3日

間投与 した。投与後速やかに解熱(2日 後36.8℃)し,胸

部X線 像の改善 も認めたが,咳 嗽が存続 したため,や や

有効 と判定 した。

症例2.30歳 女性

平成5年6月29日 より微熱,左 咽頭痛 あ り,7月1日 当

科外来を受診 した。扁桃腫大,発 赤,白 苔 を認め,急 性

扁桃炎 と診断 し,AZM 500mgを3日 間投与 した。CRP,

血沈は改善 しなかったが,投 与 開始4日 後の所見にて咽

頭痛,白 苔共に消失 し,体 温 も投与開始5日 後 に平熱化

したことより,有 効 と判定 した。

症例3.24歳 女性

平成5年6月20日 より咽頭痛あ り,6月24日 より咳嗽

出現 市販薬 内服す るも改善がみ られないため7月1日

当科外来を受診 した。両側扁桃腫大,発 赤 を認め,急 性

Table 1. Clinical summary of azithromycin therapy
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Table 2. Laboratory findings before and after administration of azithromycin

B: before A: after NT: not tested

扁桃 炎 と診断 し,AZM 500mgを3日 間投 与 した。投与

開始2日 後 に咳嗽,咽 頭痛お よび扁桃腫大消失,投 与開

始5日 後にCRP陰 性化(2.3→0.1mg/dl)し たため著効 と判

定 した。

細菌学的効果 については,喀 痰培養 を1例 にのみ実施

したが,起 炎菌と考 えられる細菌は分離 されず,不 明で

あった。全例副作用 は観察 されなかったが,臨 床検査値

の異常変動 に関 しては,症 例1でGOT,GPT,LDHの 一過

性軽度上昇 を認 め た。 本剤投与 前後 の臨床検査値 を

Table 2に示す。

近 年 開発 され て きたroxithromycin(RXM)や,clar-

ithromycin(CAM)等 のいわゆるニューマクロライ ド系薬

剤は,胃 酸に不安定であるため経 口投与によって十分な

吸収が得 られないとい うEMの 欠点 を改善 し,優 れた体

内動態 を示す ことを主 な特徴 とす る薬剤群 であ る。

AZMは これ ら14員 環のマ クロライ ドとも更 に一線 を画

した,EMの9a位 にメチル置換窒素 を導入 した15員 環構

造を有する新規マクロライ ドである。

本剤の ヒ ト血 中濃度半減期 は60～70時 間112)とRXMの

10.5～11.9時 間3)と比較 して も,よ り長 いものと考 えら

れ,更 に,喀 痰中濃度お よび感染部位 での組織内濃度 は

血中濃度に比較 し高 く4～6),数μg/mlの レベルに達するこ

とから,血 中濃度が減衰 した後で も長時間効果が持続す

ることが期待 される。以上の様 な特徴 をふまえて500mg

1日1回3日 間 という比較的短い投与期間での臨床的検討

を行 ったが,結 果 は著効1例,有 効1例,や や有効1例 と

いう成績であった。症例2の 扁桃炎の症例 においては,

投与終了2日 後に咽頭痛,白 苔等の臨床症状の改善が顕

著に認め られ,こ れは本剤 の薬物動態上の特徴 をよく現

した もの と考 えられた。

今回細菌学的効果 についての検討 は行 うことができな

かったが,本 剤 は従来のマクロライ ドに比 し,特 にグラ

ム陰性菌 に対する抗菌力が優 れるとの報告7)もあ り,臨

床においての今後の検討が興味深い。

また,長 い半減期および高い組織内薬物濃度が得 られ

るという薬物動態上の特徴 よ り,安 全性の面 についての

懸念が持 たれるが,今 回の使用成績 においては,臨 床上

特 に問題がないものと判断 された。

以上の結果 より,AZMは 各種内科領域感染症 に対 し

て有用性が期待 される経口抗菌薬であると思われた。
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Clinical study of azithromycin
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The clinical usefulness of azithromycin (AZM), a newly developed macrolide antibacterial agent, on
various infections in the internal field was examined in this study. The drug was administered to 3
patients, 1 with mycoplasma pneumonia and 2 with acute tonsillitis, at a dose of 500mg once a day for 3
days. The result was evaluated as excellent, good and fair in 1 case each. No pathogenic bacterium was
isolated in any case, so the bacteriological effect was unclear. Although no adverse reactions were
observed, abnormally changed laboratory values were detected, including slightly elevated GOT, GPT and
LDH in 1 case.


